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打楽器を用いた2者 間相互作用における感性情報の研究

河 瀬 諭 ・中 村 敏 枝

目 次

1.は じめ に

2。 方 法

3.結 果 お よび 考 察

4.ま と め

5.お わ りに



大阪大学大学院人間科学研 究科紀要34;165-188(2008) 167

打楽器を用いた2者 間相互作用における感性情報の研究

河瀬 諭 ・中村 敏枝

1.は じ め に

近 年 の電子情 報技 術 の発 達 は、様 々な コ ミュニ ケー シ ョン ・ツール を生 み 出 し、

それ と同時 に多様 な コ ミュニ ケー シ ョン形 態 を も現 出 させ た。現在 、パ ソコンや携

帯電話 に よるメール 、テ レビ電話 、チ ャ ッ ト、また 、これ らを利 用 した ソー シ ャル ・

ネ ッ トワー ク ・サー ビス(SNS)な どが普 及 してお り、 さらに 工学分 野 にお いて は

コ ミュニケー シ ョンを 目的 と した様 々なデ バイ ス も 日々開発 され て い る(例 え ば、

山脇,中 田,吉 田,高 橋,岡 内,長,2004)。 この よ うに、以 前 に比ベ コ ミュニ ケー シ

ョンの手段 や形 態 は多様化 してい る一 方 で、新 聞やテ レ ビな どでは コ ミュニ ケー シ

ョンの不全 によ る個 人間 、集 団聞 の問題 が多 く取 り上 げ られ 、人間 関係 が うま く構

築 でき ない、あ るいは 円滑 な人 間関係 が作れ な い とい う問題 も指 摘 され 、コ ミュニ

ケー シ ョン ・ス キル の 問題 な どが取 り上 げ られ てい る。

この よ うな社 会 的 状況 を見 て もコ ミュニケー シ ョン に対す る社 会 的 関 心 は非常

に高 く、同時 に コ ミュニ ケー シ ョンや それ が もた らす 人 間関係 につ い て解 明す る こ

とは危 急 の課 題 で もある。

そ もそ もコ ミュニケー ト(communicate)と は、 ラテ ン語communicatus(他 人 と

共有 した、知 らせ た)が 語源 で あ り(小 西,南 出,2001)、 コ ミュニ ケー シ ョンの参

与者 が何 が しか を共有 す る とい うニ ュア ンス が含 まれ て いた。す なわ ち、末 田 ・福

田(2003)の 言 うよ うに 当事者 が互 い に共 通項 をつ く りあげ るプ ロセ スで あ る とし

て よいで あろ う。

しか し一 方で 、コ ミュニケー シ ョンに 関す る学術的 な記 述 の多 くは`伝 達'に 注

目した ものが多 か った(例 えば、池 田,1999;松 村,1999;鈴 木,2002;大 堀,2004)。 す

なわ ち、一旦送 り手 と受 け手 を仮定 し、送 り手 の意 図 を伝達 可能 な情 報 にエ ン コー

ドし、受 け手 はそれ をデ コー ドして相 手 の意図 を理解 す る とい うプ ロセ スで あ る。

この よ うな`伝 達モデ ル1の 代 表的 な もの として はShannon&Weavel(1969)の モ

デ ルが あ る(図1)。

岡 田(1995)は 工学 分野 で は同様 の概 念 と して コー ドモ デル(codemodel)が あ

ると指 摘 し、次 の よ うに述べ て い る。 このモ デル は、 ロボ ッ トの行動 計画 の立 案か

らヒン トを得 て 、発 話 の生成 を 、受 け手の心 的状態 を含 め、外 界 をい か に して 目標

状 態 に推移 させ るか とい う問題解 決 、あ るい は行動 計画 の問題 と捉 えてい る。発話
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生成 の研 究 で は コー ドモデ ル に基 づ いて 、「何 を話 すべ きか計 画立 案 し」、それ を ど

の よ うに表現す るかを意識 した アー キテ クチ ャが 多 く検討 され て きた。

自分の脳

(情報源)

発 声 系.、

(送信機)

メッセージ

気
讃

空

圓

送信信号 受信信号

音の歪み等

(雑音源)

耳および
合第8神 、

(受信機)

相手の脳

(受信地)

メツセージ

(目 的)

(Shannon&Weaver,1969,p.15か ら著 者 が 作 成)

図lShannon&Weaverの 提 示 した 人 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・モ デ ル

伝 達 モデル は、現在 におい て も一 般 的な コ ミュニケー シ ョン ・モ デル と して普及

してお り、実際 、ス ピーチ な どにおい て話者 の意 図 を正 しく伝 え る場面や 対話 にお

け る局所 的 な単方 向性 に注 目す る際 に は有効 なモデ ル として利 用 され てい る。この

様 な 立場 か らの研 究 は、多 くの成 果 を収 めて きた。す な わ ち、情 報源 か ら受信 地へ

の"意 図 の伝 達"に 注 目し、そ こで用 い られ る情 報 を努 析 し、あ る法則性 を見出す

こ とに よ り、意 図 と表 出 され た情報 の 特性 を対応 付 け る とい うもの で ある。周 辺言

語 的 な情報 でい え ば、感 情 を込 めた ス ピーチ にお け る音声 の音響 特性 につ いての研

究や 、重要 性伝 達 にお け る 「間」の時 間長 の研 究 な どが相 当す る(Banziger&Schele1,

2005;Scherer,2003;Banse&Scherer,1996;中 村,長 岡,小 森,河 瀬,Draguna,2001;中

村,Draguna,長 岡,小 森,2003)。 これ に よ り、単方 向 コ ミュニケ ー シ ョン場 面 にお

いて 、棟 々な応用 が な され て きた。特 に、コ ミュニ ケー シ ョンにお ける感 性情 報 の

研 究 でそ の分析 や 工学的応 用 が著 しい。

多 くの ア メ リカ の大学 で は卒業す るまで にパ ブ リック ・ス ピー キ ングの ク ラスを

履 修 しな けれ ばな らず、 そ こでの課 題 の一環 で あ る情報伝 達 ス ピーチ(informative

speech)お よび説得 ス ピー チ(persuasivespeech)は 、最初 はこの モデル を意 識す る

よ う指 導 を受 け る(末 田,福 田,2003)。 確 か に このモデル は意 図 を正確 に相 手 に伝

達 す る よ うな コ ミュニケー シ ョン場 面 では非 常 に有 効 であ り、多 くの成果 を挙 げて

きた。 しか し、このモ デル は我 々の コ ミュニ ケー シ ョン行 動全般 を十分 に説 明で き

るの であ ろ うか。 日常の コ ミュニ ケー シ ョン場面 の 、よ り瑞 々 し くダイ ナ ミックな

側 面 を記 述 しえてい るだ ろ うか。 菅原(1996)も 指摘す る よ うに、人間 の コ ミュニ

ケー シ ョン行 動 には 「情報 の交 換 」 とは言 い難 い 状況 も存在 す る。 そ こで、伝 達モ

デ ル に対 す る批 判 をい くつ か挙 げてみ よ う。.

第一 に 、相 互知 識(mutualknowledge)の 不 可能性 問題 が ある。 これ は伝 達モデ

ル に対す る根 源 的な批判 であ り、要約 す れば 「エ ン コー ド・デ コー ドの"コ ー ド"
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が共 有 され て い る とい う保 証 はない 」 とい うもの であ る。す なわ ち、送 り手が 参照

す る コー ドと受 け手 が参 照す る コー ドの一致 は、自明の もの では ない とい うこ とで

あ る。 しか し、我 々 は会 話の 際 に この よ うな"意 味 の不定性"に 懐疑 的 にな る こ と

な くや り取 りを行 うことがで き る。 これ につ いて谷(1997)は 、我 々が会 話調整 に

よ り、誤解 予防方 略 を講 じる として い る。つ ま り、や り取 りを重 ね る こ とに よって

情 報 の意味 の一 致 を図 るので あ る。そ してや り取 りを重 ね る こ とに よ り、情報 の復

元 の全責任 を受 け手側 が:負うとい う伝 達モデ ル の弱点 を克服す るの であ る。

第 二 に、意 図の伝 達 とい う考 えに対す る批判 で あ る。Shannon&Weaver(1963)

は 伝 達モデ ル におい て、情報源 、あるい は受信 地の 心理的活 動 の 内容 に関 して まで

は言 及 してい ない。す なわ ち、コ ミュニ ケー シ ョン 参 与者 が主体 内 で行 ってい る心

的活 動 は と りあ えず措 い てお いて、観 測可 能 な伝 達 され る情 報 に重 点が置 かれ てい

た とい って よいで あろ う。そ こで、伝 達モ デル にお いて 、情 報源 を駆 動 させ るた め

の 「原 動力」 と して、 しば しば"意 図"と い う言葉 が使 われ る1)。 伝 達モ デル を前

提 とした多 くの研 究 にお いて、あ る特 定 の心的状 態 が情報源 か ら受 け手 に伝 達 され

る際 に顕現化 す る情報 につ い て、分析 を行 ってい る。 さ らに言 えば、い わゆ る 「意

図的」 に何 か を行 った際 に、送信者 のその"意 図"が どのよ うな情 報の特性 によって

受信 者に伝 達 され るか どうかを問題 に してい る。 しか し岡田(1995)は 、無意識的 な

振 る舞いや発 話 にも意図 があるこ とを前提 とした システ ム、す なわ ち、 この意図の達

成 のための合理的 な行動 が選択 され るとい う原理で設計 され たシステム と対話す る と、

自身 も合理 的な振 る舞い が求 め られ 、 これが コ ミュニ ケー シ ョンの不 自然 さにつ なが

ってい るのではないか と指摘 した。確 かに何か行動す る際 には意図 があ ると して も、

その意 図は表出 された行動 を一義 的に規定す るのであ ろ うか。 これ は 「誤 解」や 「皮

肉」 な どの伝 達にお ける失敗や 、意 図 と異な る言語情報の伝達 にっ いて述 べてい るわ

けではない。 言い換 えれ ば、 コ ミュニケーシ ョンにおいて用い られ た観 察可能な事象

を正確 に解釈 す る行為 と、 コ ミュニケーシ ョン行 動の 目的 あるい は意 味を知 るとい う

こ とと必ず しも結 びっか ないか も しれ ない とい うことであ る。他愛 もない雑 談の よ う

なコ ミュニケーシ ョンについて 、意図 の伝 達 とい う観 点か ら捉 える と、 コ ミュニケー

シ ョンの本質的 な側面 を見逃す可能性があ るとい うことであ る。

最 後 に、身体 の問題 で ある。相互 知識 の不 可能性 問題 は コ ミュニケ ー シ ヨン にお

け る論 理情報 の共有 につ いて の問題 で あ る と言 い換 え る ことがで き る。 す なわ ち、

論理 的 で形而 的 な コ ミュニ ケー シ ョン参与者 を前提 としてい る。相 互 知識 が可能 で

あ る数少 ない 例外 と して、コ ミュニケ ー シ ョン参 与者 の"共 存"が 挙 げ られ てい る

が 、これ は眼前 の事象 に関 しての文脈 情 報 をは じめ とす る知識 の一 致 を保証 す る も

の で ある。 したが って 、た とえ"共 存"し ていた として もそ の知識 が どの よ うなか

た ちで共有 され て い るかにつ いて は依然 、一義的 に保証 され な い。で は ここで、"共

存"に よって相 互 知識 が可能 で あ る と保 証す る もの は何 に依 っ てい るの か。筆者 は
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これ を身体 で あ ると考 える。す な わち、人が 持 ち、参照す る`コ ー ド'は これ まで

に獲得 した経 験 か ら構成 され た もの であ り、その よ うな経験 を した のは論理 的 で形

而的 な存在 と して の"あ なた"で は な く、生 身 の(身 体 が付 随 した)"あ なた"で

あ る。つま り、生 活体 と しての人 が現実 に持 ってい る ヒ トとしての身 体は、外 界 を

知 覚 ・認 知す る器 官や 獲得 した経 験 を裏 打ちす る身 体 の他者 との共 有 を意味 し、そ

れ に よ り形成 され た`コ ー ド'に あ る程 度 の同型 性 を保 証 してい る と考 え られ る。

「"わた し"と ヒ トとして同種 の身 体 を有 した"あ なた"は"わ た し"と 同種 の経

験 か ら獲 得 した、同種 の コー ド表 を持 つ はず であ る」 とい うこ とであ る2)。 この よ

うな い わば身 体性 の仮 定 は コ ミュニ ケー シ ョンそ の もの の基盤 を保 証 す る もの で

ある といえ よ う。つ ま り、コ ミュニケー シ ョンが 円滑 に行 われ る基底 と して、コ ミ

ュニ ケー シ ョン参 与者 の身体性 があ る と考 え られ る。谷(1997)は く相 互知 識 の不

可 能性 問題 に もか かわ らず、我 々 が円滑 に コ ミュニケー シ ョンす るこ とが で きる理

由 と して、 「参与者 相 互 の想 定 知識 のた また まの一 致 」、 「推 論 に さい して参 照す る`

文脈 情報 の一 致が 、な ん らか の経緯 で 、高 い確 率 で保 証 され てい る」、「誤解 に よる

破 綻 を回避 す る会話 調整 の必 要性 を、時 にお うじて感 知 しえ て、それ な りの予防 方

略 を講 じ うる」の3つ を挙げ 、彼 は主 に会 話調整 に注 目 したが 、身体 性 の仮定 は2

つ 目に対応 す る。会 話調整 が コ ミュニ ケー シ ョンの過程 の なかで行 われ るの に対 し、

身 体 は コ ミュニ ケー シ ョンの 基盤 を保証 す る もので あ る と考 え られ る。 ちなみ に、

鯨 岡(1997)も 伝 達 モデ ル3)が 日常の コ ミュニ ケー シ ョン と違 う点 と して 、身 体

を問題 に して いない点 を挙 げて いる。

これ らの批 判 はいずれ も大 き く見れ ば、我 々が 日常 的に行 うコ ミュニ ケー シ ョン

には伝 達 モデ ル に基 づ い て行 われ る伝 達 的 な コ ミュニ ケー シ ョンで用 い られ てき

、たパ ラダイ ムで は取 りこぼす よ うな コ ミュニケ ー シ ョンが あ る こ とを示 してい る。

そ れ で は、 どの よ うな コ ミュ ニ ケ ー シ ョン が取 りこ ぼ され て きた の だ ろ うか。

Malinowski(1949)はphaticcommunionと して以 下の よ うな コ ミュニケー シ ョン行

動 を挙 げてい る。

は じめの決 まり文句の後、意味のない好き嫌いの表現や、関連性のない事柄 の話や、完全に明 ら

かなことについての論評 などといった言葉がす らす ら出てくる。原始的な社会において見受けら

れ るゴシップのようなものは、我々のそれ とは少 し異なるだけである。

(Malinowski,1949,p.309(著 者 訳))

思 考 の 伝 達(countersignofthought)と い う よ りは む し ろ 、 プ リ ミテ ィ ヴ な 機 能 に お い て の 、行 動

の様 式(modeofaction)と み な され る 言 語 。 ス ピー チ の 本 質 的 で プ リ ミテ ィ.ヴ な 使 用 法 。

言 語 使 用 の 新 しい タ イ プー これ をphaticcommunionと 呼 ぶ 一 が あ る こ とは 疑 い が な い 。 これ は 以

下 の よ うな ス ピー チ の タ イ プ で あ る。 す な わ ち 、 単 な る言 葉 の 交 換 に よ り 、 結 び っ き(union)の

結 合 が 作 られ る よ うな タ イ プ の ス ピ ー チ で あ る 。

(Malinowski,1949,p.315(著 者 訳))
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Malinowski(1949>は コ ミュニケー シ ョン行動 にお け る思 考 の伝 達 以外 の側 面 を

指摘 し、情報 を伝 達す る とい う点 で はあま り意味 が ない に もかか わ らず 、日常 的 に

は よ く行 われ るコ ミュニ ケー シ ョン行 動 の存在 に注 目した。この よ うな コ ミュニケ

ー シ ョン行動 と同様 の もの と して、Simme1(1932)の"社 交"、 鈴木(1999)の"状

況 に引 き出 された発 話"な どが挙 げ られ 、これ らは挨 拶や 雑 談 な どの コ ミュニ ケー

シ ョン行 動 を指す 。しか し、この よ うな コ ミュニケー シ ョン場 面 にお いて外 部 の観

察者 が観 察す るこ とがで き るのは音 声で のや り取 り、言 い換 えれ ば"言 語情 報"お

よび非言 語情報 で あ る。発 せ られ た言語 情報 はそ れ 単独 で意 味 を理 解 で きる場合 も

多 く、意 味的 にあ る程 度 閉 じていれ ばその背 後 に意 図 を想 定す る ことがで き る。例

えば、天気 につ い ての他 愛 も無いや り取 りについ て 、それ が天気情 報 の交換 を特 に

目的 にす る もの でな かっ た と して も、それ ぞれ の参 与者 の発す る情 報 は天気 につ い

て の情報 の伝 達お よび確 認 とい う意 図 を伝 達す るため に行 われ た、と解 釈す る こと

が 可能 であ る。す なわ ち、 コ ミュニ ケー シ ョン行 動 の本 来の 目的 が"ヒ ト同士 の結

び っ き"で あ った と して も、そ の 目的 お よび遂 行過 程 を確認 す るのは 困難 で ある。

この よ うに人 が コ ミュニケ ー シ ョンを行 う際 には、多 くの場 合 言語 が使用 され 、た

とえや り取 り自体 が 目的で あ って も、無意 味 な音響 情報 を発 す るわけで はな く、多

かれ 少 なかれ意 味 を伴 った4)"発 話"を 行 う。 これ ま で、雑 談 な どの よ うな コ ミュ

ニ ケー シ ョンが あま り扱 われ て こな か ったの は、この よ うな ジ レンマ があ るた めで

ある と考 え られ る。

雑 談 の よ うにや り取 りの連 鎖 か らな り、や り取 りす るこ と 自体 が 目的 で あ るよ う

な コ ミュニケ ー シ ョン行 動 は人 間が行 う他者 との相 互 作用 のな か で も頻 繁 に見 ら

れ 、また 、Malinowski(1949)も 指 摘す るよ うに人間 関係 の構築 とい う側 面 におい

て も重要 な役 割 を果 た して い る。す なわ ち、この よ うな コ ミュニケ ー シ ョンにつ い

て解 明す る こ とは 、コ ミュニ ケー シ ョン行動 の解 明 に とって重要 な もの と考 え られ

る。に もかかわ らず 、これ まで伝 達モデ ル では扱 い難 いた め、定量 的な検 討 は十分

に は成 され て こなか った。

岡 田(1995)は この よ うな コ ミュニケ ー シ ョンにつ いて 、言葉 を用 い ないでや り

取 りす るテ ニ ス にお け る ボール の行 き来 を 引 き合 い に出 して い るが、 これ ま での

研 究 で は な か な か捉 え きれ な い雑 談 の よ うな コ ミュニ ケー シ ョン を解 明 す るた

め には 、や り取 りそ の もの に焦 点 を当て る必 要 が あ る。 そ こで 問題 とな るの が言

語 で ある。 人 は コ ミュニ ケ ー シ ョンに際 して 多 くの 揚合 、 言語 を用 い る。 人が コ

ミュニ ケー シ ョンの 際 に用 い る情報 は論 理 情報 と感性 情 報 に 大別 で き るが 、論理

情 報 で あ る言 語 情報 は、会 話 の トピ ックや 統語 構 造 な どに よっ て発 話 長 な どの感

性 情報 に直接 的 に影 響 を及 ぼす。 本 論文 ではや り取 りそ の ものが 目的 とな る コ ミ

ュニ ケー シ ョン行 動 の解 明 を 目指 して お り、前 述 の よ うに 、 そ の よ うな コ ミュニ

ケー シ ョン場 面 にお いて は言 語情 報 の役 割 は 、言語 情 報 が重 視 され るス ピー チ の



172

よ うな伝 達的 な コ ミュニ ケー シ ョンに比 べ相 対的 に低 くな る と考 え られ る。 つ ま

り、雑 談 の よ うな コ ミュ ニケー シ ョン行動 にお いて 、音 声 は対 話 に よっ てや り取

りを維持 す るた めの 手段 と して 用 い られ る側 面 が強 く、 参与者 が 自身 の意 図 した

メ ッセ ー ジ を相 手 に正確 に伝 達 す る こ と よ りもぐい か にや り取 りを継 続 させ るか

が重 要 とな る。 す なわ ち、 それ ぞれ の発 話 に含 まれ る言語 情 報 よ りも時系 列 的 な

や り取 りとそ の維 持 が重 視 され る。 この こ とか ら、雑 談 の よ うな コ ミュ ニ ケー シ

ョン行 動 を解 明す るた め には 、言語 情 報 よ りも感性 情 報 に注 目しな けれ ば な らず 、

特 にや り取 りを 円 滑 に維 持 す る際 に重 要 とな る時 間 的 な性 質 の法 則 性 を 明 らか

に しなけれ ば な らな い。

しか し一 方 で、人 同士が音 響情 報 で コ ミュニ ケー シ ョンを行 うた めに は、多 くの

場合 音声 が用 い られ 、や り取 りに含 まれ る時 間的 な感 性情 報 を純粋 なか た ちで取 り

出す こ とはで き ない とい うジ レンマが あ る。近 言語 情報 のみ でのイ ンタ ラクシ ョン

が出 来れ ば この ジ レンマ に悩 ま され るこ とな く、コ ミュニケー シ ョン にお ける近言

語 情報 の基 礎 的な法 則性 にっ いて 明 らかにす る こ とが 出来 る と考 え られ る。鈴木 ・

竹 内 ・石 井 ・岡 田(2000)、 鈴木 ・算 ・石 井 ・岡 田(2003)は マ ンマ シ ン ・イ ン タ

ラクシ ョンの研 究 にお いて、人 の発 した言 語 を非 文節 音 と して フィー ドバ ックす る

よ うなマ シ ンを設計 し、そ こで のマ シ ンに対 す る印象 につ いて検 討 して い る。 しか

しこれ は言 語対 哺語 の コ ミュニ ケー シ ョンにな る よ うで あ り、一方(人 間)は 言語

情報 に拘束 され る。

そ こで、河 瀬 ・中村 ・Draguna(2007)は 人 同士 の言語 を用 いな い コ ミュニ ケー

シ ョン状況 を設 定 し、 そ こで 用い られ た音響 情報 の時 間的性 質(時 間長 や リズム)

と対 人印象 につい て検討 した。具体 的に は、電 子 ドラムを用 いた打 叩音 に よ る2者

間 の相互作 用 にお いて用 い られ た音 響情 報 の性 質 と、参 与者 間で形 成 され た対人 印

象 につ いて検 討 した。電 子 ドラム を使 用 した理 由は以 下の通 りで ある。

[1}言 語情 報 の影 響 を排 除で きる

[2]コ ミュニ ケー シ ョンが可 能で あ る(Laukka&Gabrielsson,2000)

[3]イ ンター フェー スが分 か り易 い

[4]高 度 のス キル が な くて も、音響 情報 の生成 が可能 で ある

[51時 間的表 現 の使 用 が重要 であ る

[6}和 声や旋 律 な どにっ いて 考慮す る必要 がない

[7]大 量の音 響デ ー タを ミリ秒 単位 で計測 、分析 で きる

下に実 験参加 者S1、S2の や り取 りの結果 の例 を示 す。図2は 、横軸 を経過 時 問(s)、

縦 軸 を参与者 の叩い たパ ッ ドと して プ ロ ッ トした もので あ る(▲ お よび△ は 打叩 し

た タイ ミングを示す)。
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図3結 果の例

実験 の結 果、参 与者 間で音 響情 報 の性 質 が時 系列的 に類似 し、また、この類似 と

形 成 された 対人 印象 に正 の相 関が見 られ た。す な わち 、意 味情報 を伴 わ ないや り取

りで あ って も、や り取 りされ る感 性 情報 の時 間的性 質 は類 似 し、この類似 と良好 な

対 人 印象 の形成 には 関係 があ る こ とが示唆 され た。この結 果 は、や り取 りそ の もの

が 目的 で ある よ うな コ ミュニ ケー シ ョンの 時間 的 な性 質 が参 与者 間 の 良好 な 関係

性 構築 に寄与 し うる ことを推 測 させ る。

ま た 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン参 与 者 間 の音 響 情 報 の 時 間 的 類 似 は"同 調 傾 向"

(Matarazzo,Weitman,Saslow,Wiens,1963;Matarazzo,Dunham,Vbas,1964;Natale,

1975、 定義 は大坊(1999)参 照)と して知 られ て い るが 、本 実験 条件 で は発話 とは

異 な り音響情 報生成 の際 に呼 気 を伴 うこ とが ない。した が って、感 性 情報 の 時間的

性 質 の類 似 は、発話 に際 して 呼気 を伴 うか否 か とい う生 理 的な規 制 に よって生 起す

る ものでは な く、コ ミュニ ケー シ ョン行 動 のプ リ ミテ ィ ヴな性 質 で あ る とも言 える。
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それ では、この よ うな参 与者 間で の時 間的類似 はなぜ 起 こるの で南 ろ ラか。上 記

の実 験結果 は、時 間的類似 が言 語情 報 に依存 しない こ とを示 してい る。そ こで 、参

与者 間 の時間 的類似 が起 こる要因 の一つ として前 述 の身体性 に注 目す る5コ ミュニ

ケー シ ョンの基 盤 を保証 す る ものの一つ として の身体 に注 目す ると、同種 の身体 を

有す る とい うこ とが音響 情 報 の時 間的 類似 の 基礎 と して働 い てい る可 能性 が考 え

られ る。言 い換 えれ ば 、同種 の身体 を持 つか ら、同種 の コ ミュ ニケー シ ョン行動 を

とる とい うこ とであ る。 これ は 、朗読 や音 楽の 「間」が身体 的基盤 で あ る呼吸 と深

く関係 して い るこ とか らも推測 で き る。 そ こで 、本研 究 にお いて も呼 吸 に注 目 し、

これ を コ ミュニ ケー シ ョン行 動 の基盤 とな るもの として検討 す る。

人 間 の換 気活 動 で ある呼 吸は生命 維持 に必 要 であ る こ とは言 うまで もない が、心

理 的活動 とも密 接 に関係 してい る。 「息 が合 う」 とい う慣 用句 が あ るが 、 これ は単

なる比喩 的表 現 ではな く・、実 際 に コ ミュニケ ー シ ョン行 動 と呼吸 につ い ての検討 が

な され てい る。呼吸 は2者 で タイ ミングを合 わせ る際 に実 際に その相 が一 致す る こ

とが知 られて お り、また 、心理 的 に重 要 な こ とが知 られ てい る 「間」の取 り方 と呼

吸 に関係 が あ るこ とも示 され て い る(中 村,1994;中 村,1995;中 村,1996;長 岡,小 森,

中村,2000)。 ま た、ギ ター ・ア ンサ ンブル におい て も呼吸 の一致 が観察 され て い る

(古浦,1990)。 これ らの結 果 は、コ ミュニケ ー シ ョン行 動 にお いて呼 肢が 重要 な役

割 を果 た して い る こ とを示す もので あ るが 、多 くの実験 は1人 また は複 数 の実験 参

加者 が 同時に課題 を行 う際 の行動 につい ての もので あ る。

しか し、雑 談や 他愛 も無 い会 話 は経 時 的に交 替す るや り取 りとして行 われ る。そ

して、呼吸 が コ ミュニ ケー シ ョン行 動 におい て身 体 と結 び つ くかた ちで重 要 な役 割

を果 たす ので あれ ば、プ リミテ ィ ヴな コ ミュニ ケー シ ョン状 況 で ある打 叩に よ るや

り取 りにおい て も、何 らか の役 割 を果 た してい るはず で あ る。 この ことか ら、本 研

究 では コ ミュニ ケー シ ョン行 動 の基盤 と しての呼 吸 に注 目し、や り取 りにお け る呼

吸 につい て検 討す る。

以 上 の こ とを踏 ま え、本 研 究で は2者 が電 子 ドラムでや り取 りす る際 の呼吸 につ

い て検 討す る。 具体 的 に は、2者 がや り取 りす る際 の呼吸 を計 測 し、そ の一方 の実

験参 加 者お よび他 方 の実 験 参加 者 の音 響情 報 生成 の タイ ミン グ と呼 吸 の タイ ミン

グにつ いて、少 数 の実 験 参加者 につい てで はあ るが 、探 索的 に検討 した。 そ して 、

これ らの結 果 か ち、コ ミュ ニケー シ ョンの基盤 として の役割 を果 たす もの と して身

体 、あ るいは身体性 につい て論 じる。

また先行研 究(河 瀬,中 村,Draguna,2007)か ら、や り取 りで用い られ た音響 情

報 の時問 的性 質 は、初 対 面の 時点 か らや り取 りが進行 す るに従 い経時 的 に変 化 して

お り、これ に伴 い呼 吸 の タイ ミング も変化 す る こ とが予 想 され る。よって 、本 研 究
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では、コ ミュニケー シ ョン参 与者 の呼吸 につ いてや り取 りの前 半 と後半 に分 けて 検

討す る。

以下 に改 めて 具体的 な検討 課題 を示す 。なお 、本 実験 は実験 参加 者2人 を1ペ ア

として行 うため、以下 、一 方 の実験 参加者 を 「自身 」、も う一方 の実験 参加 者 を 「相

手 」 と表す 。

本 実験 の 目的 は以 下の3っ の点 につい て検討 す るこ とで あ る。.

[検討課題1]自 身の打叩と自身の呼吸の関係

コミュニケーシ ョンにおける、実験参加者の音響情報 と呼吸のタイ ミン グについ

て検討す る。すなわち、音響情報生成の際の呼吸について個人内で検討す る。

[検討課題2]相 手の打叩と自身の呼吸の関係

先行研究において、呼吸はコミュニケーション参与者間のタイ ミング調整 と関係

のあることが示 されていることから、一方の実験参加者(相 手)の 音響情報 とも う

一方の実験参加者(自 身)の 呼吸のタイ ミングとの関係について検討 を行 う。

[検討課題3]検 討課題1、2の 結果か らタイミング調整を行 う方略について検討する

前述の ようにコミュニケーシ ョンにおいて共有 され る方略を保証す るために身

体性が影響 しているとすれば、生理的基盤 としての呼吸 との関係 が考えられる。そ

こで、検討課題1、2に おいて呼吸 と自身および相手のそれぞれの音響情報生成の

関係 を検討 した上で、これ らの両方の結果の関係 を見ることにより、や り取 りにお

ける生理的基盤 としての呼吸および身体の影響について検討す る。

本研 究は以上の検討課題1か ら検討課題3に ついて検討す ることを 目的 とす る。

ただ し、雑談 のようにや り取 り自体を 目的 とするよ うな コミュニケーションは、対

面のみな らず非対面で も行なわれ る(他 愛 もない長電話な どが代表的な例である)。

そこで、本研究では実験条件 として、対面条件 と非対面条件を設定した。

2.方 法

2.1.実 験 参加 者

対 面条件 で は、大 阪大 学学 生及 び教員6名(女 性2組 、男性1組 、21才 か ら32

才)。 非対 面条件 で は、大 阪大学 学生6名(女 性2組 、男性1組 、20才 か ら23才)。

2.2.実 験装置

実験は大阪大学大学院人間科学研究科感性情報心理学研究室の防音室において

行われた。実験 を行 った防音室はガラスで仕切 られてお り、視覚的には一体であ る



176

が音 響的 に は互 いに独 立 してい る。非対 面条件 で は、両防音 室間 を カーテ ンで遮 蔽

した。

実験 に用 いた装 置 は図4の 通 りで あ る。電子 ドラム(Roland社PD-6、Roland社

TD-10)は ステ ィ ック(peall社7A)で 叩 き、TEAC社SX-1にMIDIデ ー タ と し

て 記 録 す る と と もに ア ン プ(SONY社V88ES)を 通 じス ピー カ(DENON社

SC-T777SA-M)か ら提示 され た。用 いた音 色 は、両実験 参加者 ともスネ ア ドラム と

タム2種 類 とした。

防音室A肺呼吸トランスデユーサ

S1

電子ドラム

防音室B

議
S2

.卜

{

TEUOOMi

アンプ

iMP1。 。蒔・

PC

TD-10

V88ES SX-1

図4実 験装置

呼 吸 の 計 測 に は 、 肺 呼 吸 トラ ン ス デ ュ ー サ お よ びMP100シ ス テ ム(BIOPAC

Systems社)、 リモ ー トモ ニ タ リ ン グ モ ジ ュ ー ル セ ッ ト(TEL100M、TEL,100D)を

用 い 、パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ(SONY社PCG-Z505C)に 記 録 され た。SampleRate

は200sample/secondと し た 。

2.3.手 続 き

実験 は同性 で それ ぞれ初 対 面の2名 を1ペ ア として対 面条件 で3ペ ア(以 下A、

B、Cと 表す)、 非 対 面条件 で は3ペ ア(以 下a、b、cと 表 す)で 行 われ た。ペ ア 内

の 実験参加 者 を図 中で はS1、S2と 表す。

実験参 加者 は教示(「 電子 ドラム を使 って演奏 のや り取 りを通 じ、 コ ミュ ニケー

シ ョンを してい ただ き ます 」)を 受 けた後 、そ れぞ れ防 音室(図4のA、B)に 移動

した。各実験 参加 者 は電 子 ドラム に慣 れ るた め十分 に練 習 を行6た 。練 習 時 の音 は

相手 の実験 参加者 には聞 こ えない よ うに した。

や り取 りは 開始 か ら12分 間経過 した後 、実験 者 に よ り打 ち切 られ た。

や り取 りは一方 の 実験参 加者 か ら開始 し、 開始時 のみ 実験者 が 見本 を示 した5)。

そ の後 、実験 参加 者 は交 互 にや り取 りを行 った。実験 参加者 は相 手 の番 が 終 わっ た
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と思ってか ら打叩を開始す るよう教示 された。両防音室 にはス ピーカが設置 され、

実験参加者は自身の ドラム音 と相手の ドラム音の両方 を聞くことができた。

2.4.「 計測

各実 験参加 者 にっ いて 、打 叩 と吸 気開 始の 時間差 を計 測の対 象 と した(図5の ①

か ら⑯ 、図5は 実験参加 者S1とS2の や り取 りの模式 図)。 す なわ ち、1回 の 打 叩

パ ター ンにつ いて、最初 の打 叩 の直前(図5、 ① ・⑬)と 直後(図5、 ② ・⑭)、 最

終 打 叩の直 前(図5、 ③ ・⑮)と 直 後(図5、 ④ ・⑯)が 計 測 された。 これ は、 こ

れ ま での先行 研 究の多 くは、試 行 の全範 囲 につい て 同等 に呼 吸 の計測 を行 って いた

が 、 や り取 りに お い て 、 タ ー ン ・テ イ キ ン グ と視 線 に つ い て の 先 行 研 究

(Kendon,1967)が 示 す よ うに、 コ ミュ ニケー シ ョン とい う側 面で は、特 徴 的 な振

る舞 い をす る と考 え られ るた めであ る。

誹醗
團 撃 攣

再畢i
醐 の柳i膿 柳～

⑬ ⑭ 脚 ⑯1

t一 レ

図5計 測ポイン ト

呼吸の周期 は一般に4秒 前後 とされてい るため、計測範囲は最初の打叩お よび最

終打叩の前後4秒 間 とした。各デー タは12分 のや り取 りの前半6分 と後半6分 に

分けて集計 された。

3.結 果 お よび 考察

各実験参加者 のデータ(図6は 例、横軸は経過時間、縦軸は実験参加者の打叩時

の音響情報 と呼吸)に ついて、吸気開始のタイ ミングの一貫性にっいて検討す るた

め、前述①か ら⑯の計測値 について、階級区間 α2秒 のヒス トグラムを求めた(図

7はA2の ⑫の例、横軸は階級区間、縦軸は度数)。
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図6デ ータの例

相対 度数 が20パ ー セ ン ト以上 の階級 区間が存 在す る とき、そ の ヒス トグラ ムは

ピー ク を有 す る と定 義 した(図7で は後半6分 におい て相対度 数 が24パ ーセ ン ト

の ピー クが観 察 され た)。 も し、 呼吸 が打 叩 と無 関係 に行 われ て い る とすれ ば、 ヒ

ス トグ ラムに ピー クは存在 しないた め、ピー クが存在 す る こ とは吸気 開始 が 特定 の

タイ ミングで他 の区間 よ りも相対 的 に多 く行 われ た こ とを示 す もので あ る。
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」

.篭 _

苓

一 ■一.
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ロ 前半6分

曝 後半6分

丑熱 編
図7結 果の例(A2の ⑫)

3.1.自 身の 打叩 と自身 の呼 吸の 関係

対 面条件 、非対 面条 件 ともにす べ ての実験 参加 者 にお いて、実験 参加者 の打 叩 と

その 実験参 加者 の吸 気 開始の タイ ミン グ(図5、 ① か ら④ 、⑬ か ら⑯)の ヒス トグ
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ラム に ピー クが存在 した(表1)。 ただ し、それ ぞれ の実験参加 者 で ピー クの存在

す る箇 所 は異 なっ た。.この結果 か ら、自身 の打 叩 とそ の際 の吸気 開始 に は関係 が あ

るこ とが示 され た。

表1実 験参加者内での打叩と呼吸のタイミング

最初の打叩 最終打叩

直前(① ⑬)直 後(②,⑭)直 前(③,⑲ 直後(④,⑯)

前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半

Al

A2

対

面B1

条B2

件

Cl

C2

O

OO

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

a1

非a2

対b1

面

条b2

件
cl

c2

O

O

O

O

O

○

O

O

O

O

O

OO

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

○ ゼ ークあり

さらに、前半に比べ後半で ピークが増加 したのは6人(対 面条件3人 、非対面条

件3人)、 減少 したのは3人(対 面条件2人 、非対面条件1人)で あった。 したが

って、実験参加者 はや り取 りが進行す るにつれ、打叩時の吸気開始が特定のタイ ミ

ングで行われ るよ うになると考えられる。ただ し、この傾向に条件間の違いはない

と推測 され る。

本実験状況では、音響情報生成に呼吸 を伴 うことはなく、したがって、もし呼吸

が打叩 と関係 な く行われているな ら、ヒス トグラムに ピークは存在 しない。しか し、

本結果 では全ての実験参加者で音響情報生成 の際 に特定のタイ ミングで吸気が開

始 され ることが示 された。

先行研究において、逆 さ振 り子運動において個人内での身体動作 と呼吸に関係が

あることが示 されている(高 瀬,三 嶋,春 木,2004)が 、本結果ではこれに加え、参

与者間でや り取 りが行 われ ている際に も呼吸が打叩 と関係 していることを示す も

のである。

この傾 向はや り取 りが進行するに従い顕著になることから、音響情報生成に伴 う

特定のタイ ミングでの吸気開始は、コ ミュニケーションが継続的に行われ る際に起

こる現象であると考えられ る。
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3.2.相 手の打 叩 と自身の呼吸 の関係

前節 にお い て、実験 参加 者 の 自身 の 打叩 と呼吸 に は関係 が あ る こ とが示 唆 され た。

次 に、本節 で はや り取 りの相 手 との関係 につい て検討す る。そ こで。 自身 の吸気 開

始の タイ ミング と相 手の打 叩 につ い ての ヒス トグ ラム を求 めた(図5、 ⑤ か ら⑫)。

1人 を 除 く全 て の実験参加 者 で、一方 の実験 参加 者 の吸 気 開始 とも う一方 の 実験参

加 者 の打 叩 の タイ ミングの ヒス トグラム に ピー クが存在 した(表2)。 も し、打 叩

と呼吸 が個 人 内で のみ 関係 があ る とすれ ば、 ヒス トグ ラムに ピー クは存 在 しない。

した がっ て、この結果 か ら実 験参加 者 は相 手の最 初 の打叩お よび 最終 打叩 付近 にお

いて 、特定 の タイ ミン グで吸 気 を開始す る こ とが示 された。す なわ ち、呼 吸 が コ ミ

ュニ ケー シ ョンの相 手の音 響情報 生成 や行 動 にあ わせ て行 われ た こ とが示 され た。

表2実 験参加者間での打叩と呼吸のタイミング

Al

A2

対

面B1

条B20

件

Cl

C2

最初の打 叩

直前(⑤,⑨)直 後(⑥,⑩)

前 半 後半 前半 後半

0

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

最終打叩

直前(⑦,⑪)直 後(⑧,⑫)

前半 後半 前半 後半

OOO

O

O

O

o

OO

alO

非a2

対blO

面

条b20

件
Cl

c2

OO

O

O

O

O

O

O

o

OO

o

O

O

O:ピ ークあ り

また、や り取 りの前半に比べ後半で ヒス トグラムのピー クのある箇所が増加 した

のは5人(対 面条件3人 、非対面条件2人)、 減少 したのは3人(対 面条件1人 、

非対面条件2人)で あった。この結果から、対面条件では実験参加者はや り取 りが

進むにつれて吸気開始が相手の打叩 と関係 して行 われ るが、非対面条件では必ず し

も同様の傾向がないことが推測 される。すなわち、吸気開始のタイ ミング調整は視

覚情報の有無に影響 されていると考えられる。

打叩開始直後の吸気開始(図5の ⑥、⑩)に おいて、対面条件ではや り取 りの前

半か らヒス トグラムにピー クが存在 したが、非対面条件 では主に後半で ピークが現

れ る傾向が見 られた。また、や り取 りの後半において、対面条件では最終打叩の直
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前(図5の ⑦、⑪)の ヒス トグラムに ピークが存在 したのは3人 であったが、非対

面条件ではいなかった。さらに、最初の打叩において、その直前よ りも直後での吸

気が特定のタイ ミングで開始 され る傾向があることが示 された。このような条件間

の違いは、対面条件か非対面条件かによって吸気開始のタイ ミング調整 の傾 向が異

なる可能性を示す ものと考えられる。打叩開始直後に特定のタイ ミングで吸気 を開

始することは、その直前の吸気開始のタイ ミングに一定の傾向が見 られ ないことと

合わせて考 えると、相手が打叩を開始す るまで言わば 「息をつめていた」ことの現

れであると推測 される。条件間の傾向の違いは、対面条件では身体動作な ど相手の

視覚情報を手がか りとして音響情報生成の予測が容易であるが、非対面条件では こ

のような予測が困難であ り、音響情報のみを用いて相手の打叩開始についての予期

や相互作用の枠組みが形成 されるまで時間がかかったためと考え られ る。このこと

は最終打叩直前の吸気開始の傾向についても同様であ り、打叩終了に関す る予期の

形成が特定の吸気タイ ミングの形成 とい う形で現れたもの と推測 され る。 これ は、

音響情報において非対面条件では2者 間の 「問」の長 さは類似す るが、打叩時間は

類似 しないとい う先行研究(河 瀬,中 村,片 平,川 上,安 田,堀 中,2005)か らも支

持 され るものと考えられる。

ピー クの存在す るヒス トグラムの数は非対面条件よ り対面条件が多かった(対 面

条件24、 非対面条件17)。 この結果は前述の結果同様、対面条件では呼吸に関す る

情報が視覚情報 としてや り取 りされていたことを示す ものであると推測 され る。
一方で対面条件ほ ど多 くはないものの

、非対面条件においてもピー クの存在する

ヒス トグラムは見られたことか ら、打叩と吸気開始の関係 は視覚情報の有無のみに

よって規定 され るものではなく、音響情報のみでのや り取 りにおいてもある程度規

定 されると推測 され る。

3.3.検 討課 題1、2の 結 果か らタイ ミング調整 を行 う方略 に つい て検 討す る

前節 まで は 自身 お よび相手 の打 叩 と呼吸 につ いて検討 を行 い、や り取 りの際 の吸

気 開始 が 自身 の打 叩お よび相 手の打 叩 と関係 してい る こ とが示 唆 され た。これ らの

結果 は 、コ ミュニ ケー シ ョン行動 にお い て、呼吸 が 自身 の行動 のみ な らず相 手 に も

関係 してい る こ とを示唆 す る もの であ る。そ こで本節 で は両結 果 を比較 す る こ とに

よ り、や り取 り中に実験 参加者 の吸気 開 始 が特定 の タイ ミングで行 われ る意 味 につ

い て検討 す る。 そ こで、本節 では3.1.で 計 測 した ピー クの タイ ミン グ と、3.2.で 計

測 した ピー クの タイ ミングにつ いて 比較 した。

自身 が打 叩す る ときの 自身 の吸気 開始 タイ ミン グ と、相 手 が打 叩す る とき の 自身

の吸 気開 始 タイ ミン グを比較 し(図5の 「① と⑤ 」な ど)、 両方 の ヒス トグ ラムの

ピー クが同 じ階級 区間 、ま たは隣 り合 う階級 区間の とき、ピー クが 同 じで あ る と し

た。
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両方 の ピー クが同 じであ る ヒス トグ ラム を もつ 実験参加 者 は、対 面条 件 で は5人 、

非対 面条 件 では4人 で あった(表3)。 ただ し、 同 じであ った箇所 は、 自身 あ るい

は相 手 の打 叩時 におい て ピー ク を示 した箇所 の一 部で あ った。 この結果 か ら、相 手

が打 叩す る際 の吸気 開始 の タイ ミングは、3.1.、3.2.の 結果 にお い て ピー』クが見 られ

た全 て の箇所 で はない が、自身 が打 叩す る とき と同様 の箇所 が あ るこ とが示 され た。

この こ とは呼 吸 につい て、実験 参加者 は相 手 が打 叩す る際 に も自身 が 打 叩す るの と

同 じよ うに振舞 ってい た と考 え られ る。す な わち 、相手 の打 叩時 も 自身 が打 叩す る

際 と同様 に呼吸 を行 ってい た とい うこ ζで ある。

～

表3自 身と相手の打叩時における自身の呼吸のタイ ミング

最初の打叩

醐 」蝟
前半 後半 前半 後半

O

最終打叩

璽 直後〔懇
前半 後半 前半 後半
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対

面B1

条B2

件

Cl
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O

O

O
、
O

O

O

O

O

o

O

O

O

O

O
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非

対
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条

件
o

OO

o

O:同 じピーク

また、前半に比べ後半において ピークのあるヒス トグラムが増加 したのは対面条

件で5人 、非対面条件で1人 、減少 したのは非対面条件で2人 であった。よって、

対面条件ではや り取 りが進むにつれて、 自身の吸気開始のタイ ミングが 自身の打

叩時 と相手の打叩時で類似するが、非対面条件ではこのような傾向 はない と考 え

られ る。

そ こで、本実験条件にお けるや り取 りゐ開始お よび終了についてのタイ ミング調

整 の方略 として仮想的な打叩 とい う考え方を提案する。3.2.か ら、相手の打叩に対

する予期や相互作用の枠組 み.が吸気開始のタイ ミング調整に影響を及 ぼす ことが

推測 され る。すなわち、実験参加者は相手の打叩時に 自身が打叩す るときと同じよ

うな仮想的な打叩を設定 し、これ をもとに吸気開始 タイ ミングを調整 していた と推

測 され る。実際、3.3.での結果 は、自身の吸気開始が、(常 にではないが)相 手の打



打楽器を用いた2者 間相互作用における感性情報の研究 183

叩時においても自身の打叩時においても同じであることを示 している。さらに、こ'

の仮想 的な打叩の形成において重要 であると考え られる予期やや り取 りの枠組み

形成には、ターセ ・テイキングや行動の開始 ・終了のシグナル に関す る情報が重要r

であると考 えられるが、これにはイ ンタラクシ ョン時に用い られる視覚情報(視 線

や身体動作)が 重要な役割を果た してい ることが知 られている。

ゆえに、視覚情報によ りインタラクシ ョンについての予期や枠組みが形成 され、

それによって実験参加者 は仮想的な打叩を設定 した と考えられる。また、非対面条

件で も視覚情報ほ ど明確ではない ものの音響情報 によって も予期や枠組みの形成
'は 可能であると考え られ

、音響情報を手がか りとして仮想的な打叩を設定すること

は可能であったと推測 される。

そ して、このような仮想的な打叩は、相手 と自身の言わば身体的な重ね合わせ を

意味す る。鯨岡(1997)は 自身がある行為 に参与 していなくて も、その主体 と同様

の感覚的反応 を感 じるよ うな機能 として遠隔的感受機能 を提案 したが、これ と同様

のもの として身体的な重ね合わせがあると考えられる。すなわち、本結果はコミュ

ニケー シ ョン行動 の基盤 として働 く身体性の共有 とい う非常にプ リミテ ィヴな側

面の一部 を示す もの と考えられ る。

4.ま と め

本 実 験 は、や り取 りそ の ものが 目的 とな る よ うな コ ミュニ ケー シ ョンにお ける呼

吸 の役 割 につい て検討す るこ とを 目的 と して行 われ た。本 実験 で は、発 話 に よる コ

ミュニ ケー シ ョン と異 な り、コ ミュニ ケー シ ョンの際 に用 い る音響 情報 の生成時 に

呼気 を必要 と しない。 しか し、実験 参加者 は 自身 が打叩す る際 、お よび 相手 が打 叩

す る際 に特 定の タイ ミングで呼 吸す る ことが示 され た。 また 、 「息 をつ める」 とい

うよ うな現 象 も観 察 され た。

これ は、実験 参加者 が音 響情報 生成 とい うかた ちで コ ミュニ ケー シ ョン行 動 に参

与す る とき、呼吸 がそ の タイ ミン グ調 整 に 関与す るこ とを示 唆 してお り、 さ らに、

相 手 の音響 情 報 を一方 的 に受 けて い る とき に も特 定 の呼 吸パ ター ンを形成 す る こ

とを意 味 して い る。加 えて、情報 の受 け手 は 単純 に情 報 の受 け手 と して 相 手の情 報

を受 け取 って い るだけで な く、情 報 を受 け取 ってい る際 に も能動 的 に行 動 してい る

こ とが示唆 され た。この こ とは、相 手の 打叩 時に も 自身 の打叩 時 と同様 に吸気 を開

始 してい る実験参加者 が存在 した こ とか らも推 測 され る。

これ ま で コ ミュニ ケー シ ョンにお い て継続 的 な呼吸 の法 則性 を検 討 した研 究 の

多 くは、発 話 を用い た コ ミュニ ケー シ ョンにつ いて の もので あっ た。一 方 で、コ ミ

ュニ ケー シ ョン とい う観 点 か ら呼吸 を扱 った研 究 では、同時 に(タ イ ミングを合 わ

せ て)遂 行 す べ き行 動の際 に呼 吸の タイ ミングが 一致す るこ とが 知 られ て い る(中
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村,1996)。 しか し本研究では、これ らの先行研究では明 らかにされてこなかった側

面を、新 しい観点か ら解明す ることを 目指 した。すなわち、呼吸行動 を必然的には

伴わず、また、や り取 りを継続的に繰 り返す ようなコミュニケーシ ョンにおいて、

呼吸が コミュニケー シ ョンと関係 していることを示 した点において本研究 は意義

深い もの と考えられ る。

特に、自身の打叩時 と相手の打叩時で呼吸のタイ ミングが同 じである実験参加者

が見 られたことは、相手の行動時 も自身が行動 しているよ うに振舞 うとい う身体的

な重ね合わせ ともい うべき現象であると考えられる。中村(1996)は 歌手 と聴取者

で 「間」における呼吸の相 が一致する現象 を示 している。すなわち、「間」におい

て吸気 を行 うことは、歌手にとっては息を吸い次の発声に備 える とい う生理的に必

要な行為であるが、聴取者 にとっては生理的には意味のない行為である。これが一

致す ることは、聴 取者も"仮 想的に歌っている"こ とを示唆するもの と考え られ、

本研究において仮想的な打叩を基 に して呼吸を行っているとい う推測を補強する

ものである。

前述のよ うに、先行研究においてコ ミ斗ニケーションにおける音響情報の同調傾

向が報告 されているが、この ような同調傾向の背景には、本研究 で示唆 されたよ う

な 自身 と相手の打叩時で吸気開始のタイ ミングが類似する とい う生理的な基盤 が

あると考えられる。

さらに、本結果から呼吸 と打叩の関係が形成 される際には、視覚情報の影響 も見

られ、さらに、や り取 りが進む と共に時系列的に形成 され る参与者間のや り取 りの

枠組みや予期な ども影響 してい ることが示唆 された。

5.お わ りに

意 図の伝 達 が 目的 では な く、や り取 りの維持 そ の もの が 目的 で あ る よ うな コ ミュ

ニケ ー シ ョンは、我 々の周 りに溢れ て お り、コ ミュニケー シ ョン行 動 が もた らす"楽

しみ"に は欠 かせ ない もので あ る。本 研 究で は、この よ うな行動 が 円滑 に行 われ る

生理 的基盤 につ い て検 討 した。本研 究 の結 果 は、普段何 気 な く行 う雑談 や他 愛 も無

いや り取 りが 、身 体性 を基盤 と して行 われ ている こ とを推測 させ る もので あ る。物

事が物 理 的 に も心理 的 に も円滑 に行 われ る慣 用句 と しての 「息 が合 う」 とい う言 葉

は、コ ミュニケー シ ョンの参 与者 が身 体面 での共 有 を行 い 、や り取 りが 円滑 にな さ

れ る とい うことを表 す ものか も しれ ない。

本 研 究 に よって、コ ミュニ ケー シ ョンにおい てや り取 りされ る感性 情報 の時間 的

な側 面 を規 定す る要 因の一 つ として 、呼吸 が存在す るこ とが 実証 的 に示唆 され 、今

後 の コ ミュニ ケー シ ョン とそ の基 盤 と しての身 体 の役割 を解 明す る上 で の一助 に

な る と考 え られ る。
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注

1)こ こで い う 「意 図」 は 、哲学 的 あ るいは心理 学 的 に厳 密 に定 義 され たそれ よ り

は ゆ るい もので ある。 なぜ な ら、多 くの 工学的 ・心 理学 的 な実証 的研 究 にお い

て は 「意 図」 の厳密 な解 釈 は措 かれ てお り、 日常用語 にお け る 「意 図的 」 とほ

ぼ 同義 で使 われ てい るた めで ある。

2)コ ミュニケー シ ョン にお ける身体 性 の問題 につ い ては、 喜多(2002)が ジ ェス

チ ャー を切 り口 として身 体 の必 要性 を主 張 して お り、 また 、柴 田(2001)は 人

工知 能 にお け るマ シ ンの心 とそ の コ ミュニケー シ ョンにお け る前 提 と して その

必要性 を論 じてい る。本 論文 は コ ミュニ ケー シ ョンにお け る伝 達 モデ ル とそ の

課題 解決 にお いて身 体性 の必 要性 を主 張す る点 で は新 奇 な もの で あ るが 、基本

的 な立場 は喜 多(2002)や 柴 田(2001)ら と同 じ くコ ミュニケー シ ョンにお い

て身 体の重要性 を指摘 す る ものであ る。

3)鯨 岡(1997)は 本文 中では伝 達 モデル と同様 の ものを 「交信 モデ ル 」 と表 記 し

て い るが 、本 論文 では伝達 モデ ル とす る。

4)多 くの場合 は意 味 を伴 うだ けで は とどま らず 、 そ の トピックや言 葉遣 い の レベ

ル での規制 もはた らく と考 え られ る。

5)予 備 実験 にお いて 、見本 が ない と実験 参加者 は全 く何 を してい いか わか らない

との指摘 が あった。そ こで 、一番 最 初のみ 、 「トン、 ト トン」で は じめ、そ の後

のや り取 りは 自由に行 うよ う口頭 教示 した。
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i.e.,maintainingrapportbetweenpeople,rathelthantocommunicateideasorfacts,shows

adifεerentpicture.Wepreviouslyexaminedac6ustic琴lcharacteristicsOf.interactionsusing

drumsasameans.ofcomlnunication.Theresults.suggestedthatintetactants'peformances

havebecomesimila1.Thisimpliesthatsynchrony:may.beaveryprimitivecommunication

stlategy.Ifs6;.whatisthisstrategybasedon?Inthepresentstudy,wefocusedongthe

characteristicsofrespilationduringOommunication.Toeliminatetheinfluenqeofverbal

information,electronicdfumswereused,Fir .stly,lhelelationbεtweentappingand

respiration
..wasexaminedforeachparticipant;secondly,thetimingbetweenone

participant'stappingandtheilpaltner'sIespiration.wasmeasured.Additionally,the

participants'respirationtimingwhe血tappingandthatwhentheirpaltnersweretapping

wele.cQmpaled.Thetimingwasinvestigatedseparate卑yforthefirst.halfalldthesecond

halfof‡he .inte互acヰion・The.resultssuggest『d.thatrespirationconstantlycontributestothβ

・egμ1・ti・n・ftimi・g・fi・te・acti・n・;f・ ・th・ ・m・ ・e・ …ht・nd…y.bec・m・ ・clr・ ・e・aSthel

interactionprogresses.Itisalsoimpliedthatparticipantsmaintaintheirrespirationpattem

theyhaveduring止eirownperformance.alsoduringtheir.partnersturn.aswel1,this

possiblybe.ing3causeforsimilaltemporalacousticcorrelates,


